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《セ
ス
ナ
が
飛
ん
で
き
た
》 

西
澤
悦
子
（（西
澤
彰
氏
の
お
母
様
） 

 

我
が
家
の
４
５
歳
の
息
子
は
、「
セ
ス
ナ

機
大
好
き
な
自
閉
症
」
で
す
。
か
つ
て
地

域
に
あ
っ
た
セ
ス
ナ
機
の
空
港
「
館
林
飛

行
場
」
に
毎
日
通
い
、
そ
の
離
着
陸
の
期

待
の
美
し
さ
の
虜
に
な
り
、
描
き
溜
め
た

「
セ
ス
ナ
」
の
絵
は
膨
大
な
数
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

青
春
真
っ
只
中
の
頃
は
陽
光
園
（
注:

通

所
施
設
）
か
ら
飛
び
出
し
、
格
納
庫
に
入

り
込
み
、
出
て
き
ま
せ
ん
。
担
当
の
職
員

さ
ん
は
毎
日
走
っ
て
彰
を
迎
え
に
行
き
、

空
港
の
方
に
詫
び
て
き
ま
す
。
時
に
は
、

お
気
に
入
り
の
機
体
番
号
が
見
え
な
い
と

我
が
家
は
大
変
で
す
。「
４
０
０
５
ど
こ
行

っ
た
」「
３
３
５
３
ど
こ
行
っ
た
」
と
言
い

続
け
ま
す
。
私
が
、
自
分
の
判
断
で
「
〇

月
〇
日
に
は
か
え
っ
て
く
る
よ
」
と
言
っ

て
も
、
彰
は
〔
嘘
発
見
機
？
〕
で
す
か
ら
、

疑
わ
し
い
目
つ
き
で
私
を
見
つ
め
て
側
か

ら
離
れ
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。
こ
う
な
っ
た

ら
真
実
を
確
か
め
る
以
外
に
方
法
は
あ
り

ま
せ
ん
。
「
そ
の
う
ち
」
と
か
「
き
っ
と
」

と
か
、
あ
い
ま
い
な
言
葉
は
重
い
自
閉
症

の
彰
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
不
思
議
な
世

界
の
よ
う
で
す
。 

 
 

意
を
決
し
て
、
空
港
に
電
話
を
し
ま
す
。 

「
い
つ
も
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す 

陽
光
園
の
西
澤
彰
の
母
で
す
。
４
０
０
５ 

ど
こ
行
っ
た
！
と
言
っ
て
落
ち
着
き
ま
せ 

ん
。
教
え
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？
」 

す
る
と
「
よ
く
見
て
い
る
ん
で
す
ね
え
。 

４
０
０
５
は
今
、
調
布
空
港
に
い
っ
て
い 

ま
す
。
９
月
１
２
日
に
は
戻
り
ま
す
よ
」 

と
、
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
私 

と
空
港
の
や
り
取
り
を
じ
っ
と
聞
い
て
い 

た
彰
は
「
こ
れ
は
信
用
で
き
る
本
当
の
話 

だ
」
と
思
っ
た
ら
し
く
、
「
お
じ
さ
ん
言 

っ
た
か
ら
い
い
ね
」
と
言
っ
て
、
爪
先
立 

っ
て
、
飛
ぶ
よ
う
に
、
私
か
ら
離
れ
て
い 

き
ま
す
。 

残
念
な
こ
と
に
、
現
在
は
「
館
林
空
港
は 

閉
鎖
に
な
り
、
茨
城
県
竜
ケ
崎
市
に
移
転
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
日
曜
日
の
十
時
過
ぎ
に
な
る 

と
、
な
ぜ
か
息
子
は
２
階
の
テ
ラ
ス
に
上
が

り
、
デ
ジ
カ
メ
と
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
持

っ
て
、
何
や
ら
ス
タ
ン
バ
イ
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
「
飛
行
機
き
た
ね
。
竜
ヶ
崎
か
ら 

き
た
ね
」
と
い
う
の
で
す
。
私
の
聴
覚
や
視

覚
で
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。 

そ
の
こ
と
を
竜
ケ
崎
の
空
港
の
方
に
お 

話
し
し
て
み
ま
し
た
。 

 

絵 

西

澤

彰

氏 

群
馬
県
館
林
市
在
住 
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無
料
個
別
相
談
会 

岩
田
康
孝
弁
護
士 

 

☎ 047-710-7045 📠 047-419-2655 

宮代理事長に伺いました   

西澤さんは館林在住の男の子二人のお母さ

ん。グループホームを作ろうと計画。当所

行政からは「親が作っちゃダメ。利用が偏

るから」と認めてもらえず。この壁が、中々

しぶとかった。それでもあきらめず、自宅

の隣地にとうとう建てられ、今運営は地元

の法人に。ご兄弟ともにそこに暮らしてい

らっしゃいます。以前「手をつなぐ」の編

集委員を一緒にやっていました。今でも日

曜日になると西澤さんの家の上をセスナ機

が飛んでくれているそうです。 

 

す
る
と
「
そ
う
で
し
た
か
。
あ
の
お
子 

さ
ん
で
す
ね
。
確
か
に
日
曜
日
の
十
一
時 

三
分
前
頃
に
は
、
毎
週
太
田
市
に
用
事
が 

あ
る
の
で
、
館
林
方
面
を
通
過
し
ま
す
。 

今
度
、
お
宅
の
上
を
飛
ぶ
よ
う
に
パ
イ
ロ 

ッ
ト
に
話
し
て
お
き
ま
す
」
と
の
ご
返
事 

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

３
月
１
５
日
、
日
曜
日
。
あ
の
聞
き
慣 

れ
た
軽
快
な
エ
ン
ジ
ン
音
と
と
も
に
、
懐 

か
し
い
機
体
が
ど
ん
ど
ん
我
が
家
の
上
空 

に
近
づ
い
て
く
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

そ
し
て
、
１
周
２
周
３
周
・
・
・
。 

「
あ
り
が
と
う
‼ 

あ
り
が
と
う
‼  

パ
イ
ロ
ッ
ト
さ
ん
」 

 

★
群
馬
県
館
林
市
の
西
澤
悦
子
様
か
ら 

宮
代
隆
治
理
事
長
に
寄
せ
ら
れ
た 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
転
載
し
ま
し
た
。 

 

 

西澤彰氏は、今もセスナの絵を描き続け、横浜市民ギャラリーあざみ野のあざ

み野コンテンポラリーVol.4 スーパーピュア展に出展するなどご活躍中です。 

 

自分のことは自分で決めるということに議論の余

地はありませんが、自分のことだけど自分だけでは

決められない、決めにくいことも増えてくるのかな

と思ったりもします。家族や友人等に相談して決め

ること。悩み事の内容に応じた専門家からアドバイ

スを得て決めること。そんなプロセスを経て自分の

意思が支えられるようになるのかなと思います。 

入所施設はそこで暮らす人たちや働く者が、社会

や地域の情報が得にくい状況があります。特に働く

者にとっては日々の基本生活への介助や介護に追

われ、そこで暮らす人の夢や想いに気づきにくい課

題があります。（働く者自身の夢や想いも？）どう

やら暮らし方にも働く者にも、自分の意思を支えて

もらうための仕組みが必要なようです。 

そのイチバンの仕組みは利害関係のない立場の方

の出入りと、ヒヤリングと思います。（カウンセリ

ングではありません。）「どうして？」と聞いてくれ

る人が欲しい。これがイチバン。行政職でない人が

いい。福祉業界でない人がいい。働く者にはそこま

で必要ないと思いますが、暮らす人に一人にひと

り。 

意思決定を支えるためのパーソナルアシスタント

制度とでもなるのでしょうか？ 

この制度ができれば、何となく「入所施設での高

齢化問題」は随分解消される気がするのです。「感

で物言うな」とお叱りを受けるかもしれませんが、

感で思います。いつかやってみたいです。 

➸   ➷   ➷   ➸   ➹   ➸   ➹   ➷   ➸  

 

 

 

 

 

平成 12 年４月に開設した【のまる】という 

障害者支援施設（入所定員 35 名）で働いて今年で

丸 15 年が過ぎました。現在ご入居されている方の

約半数近くは開設当初からいらっしゃいます。当時

25 歳だった方は 40 歳になり、35 歳だった方は 50

歳になられます。主に知的に障害を持つ方がご入居

される施設での「高齢化問題」が【のまる】にも少

しずつ迫ってきました。しかしながら 50 歳の方に

対して「高齢化の問題」という言葉を持ち出すこと

にはかなり抵抗があります。「人生 50 年」時代から

「人生 80 年」時代へ。歌手の郷ひろみさんが 60

歳前とお聞きすると、「ウヒャー」です。世間から

は 50 歳などまだまだ若造なのでしょう。 

にも関わらず「高齢化の問題とは何事だ！」と 

言いたい入居者の方は沢山いらっしゃると思いま

す。誰から見た「高齢化」なのでしょうかね。 

しかしながら 50 歳という年齢を迎える方にとっ

て「これまでの 20 年」と「これからの 20 年」と

いうことを考える場合、健康状態を含めてやはり

「これまで通り」とはいかないかなと思うのです。 
➹ 

 

「障害者入所施設での高齢化問題

とパーソナルアシスタント制度」 

さざんか会 のまる施設長 中川公二  

 
 

 

お
知
ら
せ 

✽岩
田
弁
護
士
の
講
演
会
を
今
年
度

中
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

✽
岩
田
弁
護
士
に
よ
る
個
別
相

談
、
一
回
目
は
無
料
で
す
。
難
し

い
法
律
な
ど
の
案
件
は
、
岩
田
先

生
が
自
ら
引
き
受
け
て
下
さ
る
の

で
、
安
心
で
す
。 

✽
６
月
１
日
（
月
）
の

F
o
rus-

権

利
擁
護
委
員
会
に
、
岩
田
弁
護
士
に

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
話
し
て

頂
き
ま
す
。
会
場
は
、
け
い
よ
う
会

議
室
。
参
加
自
由
で
す
。 

✽
船
橋
市
に
は
、
フ
ェ
イ
ス
ビ
ル 

５
階
に
相
談
室
が
あ
り
、
知
的
障 

害
者
相
談
員
が
待
機
し
て
い
ま
す 

の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
利
用
下
さ
い
。 

電
話
予
約
が
必
要
で
す
。 

 
 


